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第 26 回 経 済 建 設 常 任 委 員 会 会 議 録 1 

開催年月日 平成22年５月26日（水曜日） 開会 15時 31分 閉会 16時46分 

開 催 場 所  第三委員会室 

出 席 委 員  
山木、清水、田村、山腰 事 
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田湯次長 

委員外議員～窪之内、井上 山本主査 

欠 席 委 員  中田、水口  

説 明 員  別紙のとおり 

議 件 別紙のとおり 
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１．所管からの報告事項について 

  次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い報告済みとした。 

  ○「滝川開村120年記念」第69代横綱白鵬滝川市観光大使委嘱・モンゴル交流事業につい 

  て 

２．その他について  

  経済建設常任委員会の市内視察について、農業開発公社ほか数件の視察の実施について     

次回の委員会で諮ることとした。 

３．次回委員会の日程について 

  ６月４日（金）10時から第三委員会室において開催することとし、案内はがきの送付は 

 省略することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。  経済建設常任委員長  山 木   昇 印 



 

 

平成22年５月25日 2 

 3 

 滝川市議会議長 中 田   翼 様 4 

 5 

                                    滝川市長 田 村   弘 6 

 7 

 8 

   経済建設常任委員会への説明員の出席について 9 

 10 

 平成22年５月21日付け滝議第33号で通知のありました経済建設常任委員会への説明員の出席要求について、次の 11 

者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 12 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 13 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 14 

 15 

記 16 

 17 

 滝川市長の委任を受けた者 18 

  経済部長     若 山 重 樹 19 

  経済部商工観光課産業観光連携室長   阪 本 康 雅 20 

  経済部商工観光課産業観光連携室主査  前 田 昌 敏 21 

  経済部商工観光課産業観光連携室主査  諏 佐   孝 22 

  経済部商工観光課元気タウン推進室長  千 田 史 朗 23 

  経済部商工観光課元気タウン推進室次長  長 瀬 文 敬 24 

 25 

 26 

                               （総務部総務課総務グループ） 27 
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H22.５.26(水)15:30～ 47 

第 三 委 員 会 室 48 

 49 

 50 

○開  会 51 
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○委員長挨拶（委員動静）  53 

 54 

１． 所管からの報告事項について 55 

 56 

《経済部》 57 

○「滝川開村120年記念」第69代横綱白鵬滝川市観光大使委嘱・モンゴル 58 

交流事業について                               （資料）商工観光課 59 

 60 

 61 

 62 

２．その他について   63 

 64 

 65 

 66 

３．次回委員会の日程について 67 

    日時  ６月４日（金）10時から 68 

  場所  第三委員会室（案内はがきの送付は省略） 69 

 70 

 71 
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○閉  会 73 

 74 

 75 
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 88 

第26回 経済建設常任委員会 89 

H22.5.26(水 )15： 30 90 

第 三 委 員 会 室 91 

開 会 １５:３１ 92 

 委員動静報告 93 

委 員 長 欠席～中田、水口。委員外議員～窪之内、井上。 94 

         １．所管からの報告事項について 95 

委 員 長     経済部より説明を願う。 96 

 「滝川開村 120年記念」第 69代横綱白鵬滝川市観光大使委嘱・モンゴル交流事 97 

 について 98 

若山部長     （別紙資料に基づき説明する。） 99 

阪本室長     （別紙資料に基づき詳細について説明する。） 100 

委 員 長     説明が終わった。質疑はあるか。 101 

田  村     観光大使委嘱事業会計収入の負担金で滝川市分143万円及びモンゴル調査団事 102 

業会計収入の負担金で滝川市分137万円と一般会計負担額の補正額180万円と 103 

は違うのか伺う。 104 

阪本室長     観光大使委嘱事業会計収入の負担金とモンゴル調査団事業会計の合計では280 105 

         万円、開村120年記念事業に当初予算100万円がついていたので、残り 180万 106 

         円の不足額を今回の補正予算に計上するところである。 107 

委 員 長     他に質疑はあるか。 108 

副委員長     ① 観光大使というのは、滝川市では初めての事業だと思うが、市としてどの 109 

         ような方針、目的を持ち白鵬関はどんな役割を担うのか伺う。 110 

② 経費について、今回補正の資料を見る限りでは、市の予算だけではなく、 111 

市の予算プラス財団法人滝川市生涯学習振興会、並びに社団法人滝川国際交流 112 

協会の２つの団体が、ディナーそのものでお金を浮かして他の事業にこの財源 113 

を満たしているように見える。都内で物産展等をする際に、白鵬関が来ていた 114 

だけるとすると、その際には必ず報償金というものが発生するだろうと想定す 115 

るが、計画を持って進めているのか。それだけでは足りないということで、今 116 

後も他団体に支援をいただき、七、八千円がレセプションの上限として基本的 117 

金額に対してディナーショーという位置づけではあるが、１万5,000円は安く 118 

ないので、そういったものをしながら財源を満たす計画なのか、その当たりも 119 

含めて伺いたい。 120 

阪本室長     ① 観光大使の役割について、詳細までは詰めていないが、一人横綱白鵬関と 121 

         いう知名度の高い方に滝川市をＰＲしていただきたく。こういう機会はめった 122 

         にないことなので、何とか滝川市が一丸となって白鵬関でＰＲしていきたいと 123 

         いうのが私たちの考えである。白鵬関も農業技術関係の手伝いができるのであ 124 

         れば、私を使ってくださいと言ってくださっているので、お言葉に甘えて滝川 125 

         市のさまざまな観光を含めて町のいいところを全国的にＰＲしてイメージの増 126 

         進を図っていきたい。 127 

② 警備の関係であるが、今後の費用負担については詳細は詰めてはいないが、 128 

指摘のとおり、生涯学習振興会並びに国際交流協会のほうに協力をいただきな 129 

がら事業を進めていくことになるであろうし、今後のイベントでどのくらいの 130 

経費がかかるのかは決まっていないが、モンゴル交流事業については、滝川市 131 



 

 

２ 

単独でできるものではなく、道、国の力添えもいただきながら進めていかなけ 132 

ればならないことで、もう少し時間をいただきたい。 133 

副委員長     ① 横綱白鵬関はどんな役割をするのか再度伺う。 134 

         ② 名刺の話にもあったが、常に横綱白鵬関の名刺は１種類で、裏には必ず滝 135 

川市のことが書き込まれているというような契約をするのか、それとも白鵬関 136 

の自由なのか、今回この来滝とモンゴルへ視察されるイベントが終わったら、 137 

日常的にどんな役割があるのかを再度伺う。 138 

阪本室長     ① 名刺をつくって持っていただいて必要あるときに出していただくことと、 139 

白鵬関に情報提供して可能な限りＰＲしていただけるような方策を行っていき 140 

たい。今の段階ではどこまでという話は詰めていない。基本的に観光大使にそ 141 

こまで依頼するというケースは調べたところ例がないので、ＰＲできる仕組み 142 

をつくっていきながらお願いしていきたいと思っている。 143 

若山部長     補足説明する。ＰＲという面では新聞報道もされて大きなものになると思う。 144 

相撲協会の絡みもあり白鵬関自身との契約で月額、年額幾らという話は全くな 145 

い。東京での何かのイベントに出てもらうとかの活用方法を話していただいて 146 

いる。一人横綱になって相撲協会の統制が厳しくなっているという話も聞いて 147 

いるし、もう一人の横綱があのような状態でやめたので協会自体もシビアにな 148 

っていると聞いている。私どもとしては白鵬関の横綱としての看板を生かして、 149 

滝川市も今回、スイーツなども販売するので、１企業で商品価値を高めるため 150 

に写真を使うなどは相撲協会では許さないと聞いているが、観光大使就任とい 151 

う形でＰＲすることは構わないので、ネット上で就任してこんな菓子を食べた 152 

とか、市民交流の中でこんなこともしたというような全国発信できるようなと 153 

ころで、許される範囲でＰＲしていきたいと考えている。 154 

副委員長     私もこの話のうわさを１月ころから聞いていたが、自然な流れの中でこういう 155 

ことが始まったということで、とやかく言うつもりはない。今回のイベントが 156 

市民にとってモンゴルとの交流ということで、成功してくれればいいと思って 157 

いるが、１日来ていただいて 200万円以上の報償金と30数万円の旅費も支払う 158 

ということであれば、極端な話、白鵬関でなくても契約行為で滝川市の観光大 159 

使は探せばほかにもいる中の一人だと感じた。流れの中で白鵬関というのは今 160 

回のイベントの中では賛成だが、３年間白鵬関から出費に見合った役割を引き 161 

出させることができるかは、きちんとした見込みを持ってやらないと何だった 162 

のかということになりかねないので、観光大使の役割の要綱をつくって、市民 163 

にはこういうことで予算を使うとはっきり示さないとやっていることも効果が 164 

見えてこないので、滝川市の支出と効果が見えるような形でやってもらいたい 165 

と思うが考えを伺う。 166 

若山部長     副委員長の言うとおりだと思うのでそのようにしていきたいと思うが、契約行 167 

為で細かなところまでは観光大使というものにはなじまないと思う。現役の横 168 

綱が観光大使になるということは多分すごいことだと思う。私たちも協力して 169 

いきたいし、皆さんからこういう形で白鵬関にお願いしたいことがあれば相談 170 

にも乗っていきたいと思っている。 171 

委 員 長     他に質疑はあるか。 172 

窪之内委員外議員 ① 今後モンゴルとの関係をどのようにしていくかという構想を持っているの 173 

か。向こうで協力調印式を行うということになっているが、その協力とは何で、 174 

どんなものなのか。例えば、今後姉妹都市提携という目標を持ちながらやって 175 
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いくのか。農業交流で、米をモンゴルで栽培することの援助で、ＪＡたきかわ 176 

として技術者の派遣を定期的に行っていく意向だとか、対モンゴルとの関係で 177 

は、どのような視点で取り組もうとしているのか伺う。 178 

         ② ディナーショーの関係で、例えば市民優先で参加してもらったほうがいい 179 

のか、議員は市民の動向を見ながら参加を考えたほうがいいのか、率先して議 180 

員がそういうところに出ていくとなると、会場が満員になり市民が入れなくな 181 

るということもあると思うが、それは議員個人の考え方に任せるということな 182 

のか。議会としての協力は議長や副議長の調印式とは別にしても何かあるのか 183 

伺う。 184 

若山部長     ① モンゴルとの関係では、昔、津軽の車力村の村長が中心になってモンゴル 185 

で米の栽培をしたり、モンゴルからも人を呼んで技術研修をした経緯がある。 186 

このような過去のいきさつがあるが、現実としては全くできないわけではない 187 

が米文化がもともとない国で、中国や韓国、インドからの輸入が主で、日本の 188 

米と違ってパサパサした米でシチューに入れて食べることが多い。日本の米も 189 

国営デパートで売っているが高いと聞いている。年寄りはご飯を食べないらし 190 

く、肉重視らしい。今回どのようなことができるのかということで調査をしに 191 

行くわけで、将来的にどう発展していくかということを今回の調査で見きわめ 192 

なければならない。単純に見きわめられるのかといった問題もあるが、これは 193 

金銭的にも一地方自治体だけの問題ではなくなる。国の補助やＪＩＣＡとの協 194 

力をどうするかといった問題も探らなければならないと思う。そういう段階に 195 

なると受け入れ態勢をどうするとか、ＪＡたきかわや社団法人滝川国際交流協 196 

会と協議していきたいと話をしている。 197 

         ② ディナーショーの関係では、札幌方面からのツアーや、旭川市、富良野市 198 

からの問い合わせがあり、市民が多いので議員が入れないといったことでの統 199 

制はできないという気がしている。協力に関しては、ディナーショーも皆さん 200 

に来ていただければありがたいと思っているし、いろいろな場面で協力を仰ぐ 201 

と思うので、市議会の皆さんにもよろしくお願いしたい。 202 

窪之内委員外議員 白鵬関自身が青少年の育成に力を入れていて、そらぷちキッズキャンプについ 203 

ても興味を持たれているという話もあったが、事業の中では具体的には現地を 204 

取材する日程がないと思うが、そらぷちキッズキャンプの大きな宣伝のために 205 

白鵬関に御尽力いただくというのも大きなことだと思うが何か考えているのか 206 

伺う。 207 

若山部長     14日の市内視察の中で、そらぷちキッズキャンプを訪問してもらうことになっ 208 

ている。もともとは 12、13日の土、日曜日に事業をやる予定だったが、12日 209 

に大関把瑠都の昇進祝賀会の日程が入って、相撲協会では一人横綱がいないの 210 

はおかしいということで、どうしても 13 日に集中的にすることになった。14 211 

日は月曜日で前の日の 13日に行く予定であれば、市内のそらぷちキッズキャン 212 

プにかかわっている子供もいるので、対面などもやろうと思っていたが、平日 213 

で学校もあることから、訪問して概要説明する日程になっている。そのときの 214 

写真を撮ってＰＲできるのではないかと思う。 215 

委 員 長     他に質疑はあるか。 216 

井上委員外議員  全勝優勝した白鵬関が来るということは、久しぶりに滝川における明るいニュ 217 

ースで、どこに行っても白鵬関が観光大使になったということで我々にもすご 218 

い反響が来ている。非常にいいことなので大いにやってほしい。モンゴルとい 219 
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う国は我々もよくわからないのだが、課題の多い国のようで、日本とモンゴル、 220 

北海道とモンゴルなど、いろいろな協会があるのではないかと思うが、白鵬と 221 

の関係はわかるが、そちらのほうの北海道とのつながりがどうなっているのか 222 

わかれば教えてほしい。 223 

若山部長     先般 18日に東京滝川会の役員会があったときにこの話をしたところ、胸を張っ 224 

て滝川市の名前を出せる事業だと言われた。少しでも滝川市のよいイメージで 225 

のＰＲになればと思っている。モンゴルのＮＧＯ，ＮＰＯは相当数日本からも 226 

入っているようで、北海道はまだ少ない感じがすると聞いている。確かめたわ 227 

けではないが九州方面からは相当入っているとＪＡＮＩＣの人からは聞いてい 228 

る。札幌にモンゴルの総領事館があり民間の人もいると聞いているので、挨拶 229 

に行かなければならないと思っている。モンゴル大使館にも２度ほど訪問させ 230 

てもらって、いろいろと内容を聞かせてもらっているが、大使館側も是非モン 231 

ゴル自体も交流できればいいという話をしている。十分連携を取りながらやっ 232 

ていきたいと思っている。 233 

井上委員外議員  北海道や各種協会との連携の中で盛り上げていってほしい。 234 

委 員 長     他に質疑はあるか。 235 

副委員長     ① スプリングフィールド市もあり、マラウイ共和国もあり、国内では栃木市、 236 

名護市の２つがあり、さらに広げるとなるとどうなるのかと思っている。６月 237 

の上旬、１週間後には協力調印式がされる。この協力調印式で渡される文書が 238 

今あれば示していただきたい。 239 

         ② ＪＡたきかわからも５人くらい技術者が行くということだが、こういった 240 

費用についてＪＡたきかわの独自事業ということなのか、市が責任をもって今 241 

回の国際交流に補助した2,000万円がこれに使われるということなのかについ 242 

て考え方を伺う。 243 

若山部長     ① 調印の中身としては、友好交流宣言ということで、農業であるとか経済で 244 

あるとか、青少年の交流を促進していくという内容で、友好親善で経費がすぐ 245 

かかるというものではない。 246 

         ② 技術者５人が行くというのは初耳である。ＪＡたきかわや国際交流協会な 247 

り、行政の役割の中で考えていかなければならないと思っている。 248 

副委員長     これから始まることについて先のことをいろいろ言うのは、モンゴルという国 249 

について私はよくは知らないが、経済的にはかなり厳しい国で、ソ連が崩壊し 250 

てソ連の中のような国だったのが、ソ連とのつき合いがなくなって、独自に切 251 

り開いていかなければならなくなったわけで、モンゴルという国が日本をどう 252 

見ているかというと、応援してくれるということで、モンゴルがお金を出して 253 

日本人を招くということの考えは恐らく持っていない。この時点で少年野球だ 254 

とかの話が出てくれば、必ず経費がかかる話で、ある程度見込みを持っていな 255 

いと、期待はずれに終わらせてしまうのも失礼な話で、中国や韓国、ベトナム 256 

とつき合うよりももっとこちらが全部出してやるという感じで受けとめている 257 

のではないかと思うので心配している。少年野球について費用はどう考えてい 258 

るのか伺う。 259 

若山部長     今回の調査の中でその辺もはっきりできるのかと思う。白鵬関が野球は面白い 260 

のでどのようにできるかという問題と、野球でよいのかということもある。野 261 

球の経費をだれがどうするかといったことについては、行政として何ができる 262 

のか細かく分析しないと、こちらが持つとは今は言えない段階である。 263 
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委 員 長     他に質疑はあるか。 264 

山  腰     ① この事業を紹介していただいた出村氏について説明してもらいたい。 265 

         ② だれが考えてもいい事業だと思う。降ってわいてこんなにありがたい話は 266 

ないと思う。どこの市町村でもみんな望むところだと思う。経済感覚でいうと、 267 

タレントが観光大使になっているところはたくさんあると思うが、経済的な観 268 

点から見れば、何百万円の予算だが何千万円もの値があると思う。ただ、副委 269 

員長が言われたように、今後の問題で、花火だけ上げて３年間で静かに終わっ 270 

てしまうのでは何にもならない。これを機会にどうやるかということで、１回 271 

行けば旅費が180万円もかかる。２回目は自費にしたならばだれも行かないと 272 

思う。このディナーショーの入場券の１万5,000円にしてもファンであれば３ 273 

万円でも行くと思う。今回は皆買ってくれると思うしツアーも来ると思うが、 274 

３年間の契約で白鵬関という最高の広告塔を得たわけだから、この３年間で集 275 

中したことをしなければ、ダラダラしていたら自然消滅してしまう。せっかく 276 

のチャンスで、相撲協会を経由してコマーシャル等をしたなら相当な金額にな 277 

ると思う。関係者だけでごそごそと花火を上げて終わらすのであれば、何だっ 278 

たのかということになる。国際交流云々なんて先々の話で、当面生かす方法を 279 

考えなければならない。変に思われても困る。人というのは疑うもので、出村 280 

氏は白鵬関との交流もあって地域経済にも詳しい人だということは知っている 281 

が、その方が滝川に白鵬関を連れてきたのなら出村氏に何百万円か渡っている 282 

のではという話が出てくる。その辺をきちんとオープンにしなければならない 283 

と思うがどう考えているのか伺う。 284 

若山部長     ① 出村氏との経緯は空知支庁主催の食の祭典で、滝川市に来られて丸加高原 285 

等を紹介してくださったのが最初と聞いている。職業は、三井観光開発(株)を 286 

始めとして、札幌グランドホテル、札幌パークホテルマーケティング室長等を 287 

された方で、札幌国際大学観光学部講師、北海道庁の北海道観光のくにづくり 288 

推進協議会グループリーダー。今は独立してプランナーやコンサルタント業を 289 

しながら東京の拓殖大学外国語学部の非常勤講師もされている。年齢は51歳で 290 

ある。 291 

② 横綱を招いたら何百万では済まないだろうと言われている。ディナーショ 292 

ーにしても東京の感覚では三、四万円の世界で、札幌でも２万円は下らない。 293 

どうして１万 5,000円なのと言われた。滝川市のことを考えると１万5,000円 294 

が限度でそれも土産つきでということになった。横綱が１度滝川市に来たらデ 295 

ィナーショーだけで帰るのが普通で、市民交流やトークイベントをしてという 296 

ことはまずないと言われている。２日間の日程を１日で行うことにしたという 297 

ことでこうなったのでもあるが、このように進めているということを理解願い 298 

たい。今後の問題として、１年に１回は地元に来てもらわなければと話してい 299 

る。そのたびにディナーショーができるのかどうかということも考えている。 300 

滝川に来たのであれば市民との交流ということを進めたいと思うし、対外的に 301 

は広告塔として、新聞で全国紙に取り上げてもらったり、テレビもＨＴＢで10 302 

分以上特集を組んでもらったりしているので、そんな形で滝川を宣伝したいと 303 

思っている。東京でも白鵬関自身が観光大使になったとか、お米の関係でモン 304 

ゴルに行ってきたとか、調印式をしたとかの情報を公開したいようで、記者会 305 

見で発表するのではないかと言われている。具体的に何をやるかということを 306 

聞かれても、今はわからないがよろしく願いたい。 307 
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山  腰     白鵬関は今の自分の立場を最大限広告として使ってください、しかしその見返 308 

りとしてはモンゴルを助けてくださいということだと思う。それは当然で、そ 309 

うでなければもっとギャラをくださいということになる。私の立場を十分滝川 310 

市さん使ってください。しかしモンゴルは今、子供たちは野球も知らない状況 311 

なので交流をしてモンゴルを助けて下さいということだと思う。それをわきま 312 

えていけば今後金を出すと言っても市民は文句を言わないと思う。与えてもら 313 

ったのだからモンゴルに返してやればいいことだと思う。白鵬関に返すわけに 314 

はいかないのだから、そういう観点で物事を進めていったらいいと思う。 315 

委 員 長     他に質疑はあるか。 316 

副委員長     先ほどの質問で調印式の文章ができ上がっているのであれば提出願いたいと言 317 

ったのだができていないのか伺う。 318 

若山部長     先ほどの答弁の内容で調印文書を仕上げたいと思う。まだ正式に文書になって 319 

いない。 320 

副委員長     さきの私の質問も山腰委員の質問と同じで、要はギブアンドテイクで、モンゴ 321 

ルに滝川市や日本がどう引っ張っていくのかという話で、この調印式でいろい 322 

ろな約束で期待を与えてしまうと、後で滝川市が実行できないでいると倍にな 323 

って返ってくる。滝川市は恩をあだで返したと言われる。山腰委員はモンゴル 324 

を支援することに市民は文句を言わないと言うけれど、私は違うと思う。モン 325 

ゴルに応援するお金があったら滝川市民は、日本一雇用が悪く困っているわけ 326 

で、道民所得などは全国の７割しかないわけで、今後、そういうお金が発生す 327 

るようなことの見通しを考えてつき合いをしないと、後で大変なことになると 328 

いうことを私は言いたかった。お金を出す気がないのならそういうレベルの話 329 

だとはっきり言わなければならないし、少年野球団を招くのであれば、それだ 330 

けで幾らかかるかわからないが、必ずそれはギブアンドテイクで滝川市は負担 331 

しなければならない。それをボランティアや各団体にということにはならない 332 

と思うがいかがか。 333 

若山部長     その辺は気をつけてやっていきたい。お金の出し方の面では山腰委員と副委員 334 

長では根本的に少し意味が違うのかとは思うが、今回の交流宣言の文案の中に 335 

どちらがどう負担するかということにはならないし、向こうから来るお金まで 336 

こちらでどうするということにはならないと話している。ギブアンドテイクは 337 

五分五分の考えで、そうはなりづらいのかと思う。７対３になるのか６対４に 338 

なるのかわからないが、その時点で行政としてやるべきことは行政としてやら 339 

なければならないと踏まえなければならない。副委員長の言っていることもわ 340 

かるが経済が自由経済になった段階で、これから基礎固めをしなければならな 341 

いところで、どうしても日本ということを考えると悪く言えばたかってくる人 342 

たちがいるということも聞いている。私たちが今交流宣言しようとしているの 343 

はウランバートルという首都で、首都という観点も考えなければならないと思 344 

っている。これから何も出ないよという話はできないが、いろいろ考えておつ 345 

き合いしていかなければならないと思っている。 346 

委 員 長     他に質疑はあるか。 347 

窪之内委員外議員 13日と 14日の白鵬関が来滝され観光大使に委嘱されるこの機会を大きく宣伝 348 

するには、マスコミの全国版で特集を組んでもらうとか、テレビカメラに入っ 349 

てもらうとかの案内をしているのか伺う。 350 

阪本室長     マスコミの関係であるが、広報広聴室で道庁に問い合わせて全国のマスコミ関 351 
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係のリストを貰って案内する予定でいる。事前にスポーツ新聞各社から何度も 352 

電話が入っていて注目度は高いと思うし、報道関係もかなり来られるのではな 353 

いかと期待している。きょうもモンゴルからファックスが入り、国営放送がモ 354 

ンゴルで流す番組の取材に来たいと話があった。 355 

委 員 長     他に質疑はあるか。（なし）この件について報告済みとする。 356 

２． その他について 357 

委 員 長          その他について何かあるか。 358 

副委員長     経済建設常任委員会市内視察として、農業開発公社の見学をしたいと考えてい 359 

るが、期日は第３回定例会の前の８月末ころはいかがか。お諮り願う。      360 

委 員 長       何か質疑はあるか。 361 

山  腰     きょうは委員が２人欠席しているので、次回の委員会で諮ってはどうか。 362 

委 員 長     休憩する。    363 

休 憩 １６：４３ 364 

再 開 １６：４５ 365 

委 員 長     休憩前に引き続き会議を再開する。 366 

         視察件数は何件か選択し、次回の委員会で諮るものとすることとしてよいか。 367 

(よし)そのように決定した。 368 

委 員 長     他に委員から何かあるか。（なし）事務局からあるか。（なし） 369 

 ３．次回委員会の日程について 370 

委 員 長     次回委員会は、６月４日金曜日、午前10時、第三委員会室において行うことと 371 

してよいか。（よし） 372 

         以上をもって、第 26回経済建設常任委員会を閉会する。 373 

閉 会 １６：４６ 374 


